
ひろしま環境ビジネス推進協議会新規事業創出支援業務 

公募型プロポーザル選定委員会議事録（議事要旨） 

 

 項　　目 内　　　　　容
 

１ 日　　時 令和 8 年３月 23 日（月）　９時 15 分から 11 時 30 分まで

 
２ 場　　所 広島県庁本館 R2 会議室

 

３ 出席委員

・ひろしま環境ビジネス推進協議会会長　早田　吉伸 

・広島県信用保証協会常務理事　和田　徹 

・広島県商工労働局環境・エネルギー産業課長　畠　正和 

・広島県商工労働局経営革新課担当課長（機動的経済支援担当）　和田　貴博（※） 

・広島県商工労働局イノベーション推進チーム担当課長（地域産業デジタル化推進）　

崎本　龍司 

（※）公務の都合により、代理出席。
 

４ 議　　題
令和８年度ひろしま環境ビジネス推進協議会新規事業創出支援業務の公募型プロ

ポーザル審査

 
５ 担当部署

ひろしま環境ビジネス推進協議会事務局 

（広島県商工労働局環境・エネルギー産業課内）

 ６ 開催方法 参集

 

７ 議事内容

提出された提案書を基にプレゼンテーションによる審査を行い、最も高い評価値を

得た C 社（株式会社ゼロワンブースター）を最優秀提案者として決定した。 

 

提案者ごとの主な評価・選定理由 

【Ａ社：株式会社アルファドライブ】 

＜新規事業創出プログラム＞ 

・　実績のあるプログラム内容である一方、企業との接点が弱く、募集で苦戦する

ことが想定されると評価された。 

 

＜交流の場「SCRUM HIROSHIMA」＞ 

・　２つの事業を連動したイベントが企画提案されており、効果が期待できると評

価された。 

 

＜全体＞ 

・　提案内容は一定程度整理されているものの、具体性や独自性の面でやや印象が

弱い提案であると評価された。 

・　経営層を含む県内企業とのネットワークをどれくらい確保しているか不透明

で、企業の募集について不安があると評価された。 

 

 

【Ｂ社：株式会社サーキュレーション】 

＜新規事業創出プログラム＞ 

・　経営層へのアプローチがどこまで実効性をもって実施できるか、具体的なアプ

ローチ方法の提案が説得力に欠けると評価された。 

 

＜交流の場「SCRUM HIROSHIMA」＞ 

・　イベントの集客について、今年度事業の課題の解決方法が提示されておらず、

集客について不安があると評価された。 

 

＜全体＞ 

・　専門性を生かした支援は期待できる一方で、体制面や県内企業との関係性の確

保にやや不安が残る提案であると評価された。 

 



 ・　プロ人材による伴走支援が売りの提案だが、支援内容に偏りが生じる可能性が

高いと評価された。 

 

【Ｃ社：ゼロワンブースター株式会社】 

＜新規事業創出プログラム＞ 

・　プログラムが 2 段階のフェーズになっていることは期待が持てると評価され

た。 

・　関係企業との連携を通じて、県内企業の経営層へのアプローチが期待できると

評価された。 

 

＜交流の場「SCRUM HIROSHIMA」＞ 

・　新規事業プログラムとの連動性やストーリー性など提案されており、効果が期

待できると評価された。 

・　一般層や首都圏への露出やメディアの活用など、認知度の向上が期待できると

評価された。 

 

＜全体＞ 

・　県内企業とのつながりや体制面の確実性が感じられ、経営層を巻き込んだ取組

の展開が期待できると評価された。 

・　県内企業の経営層へのアプローチや伴走支援の内容、スクラムひろしまとの連

携など充実した提案内容となっており、効果が期待できると評価された。


